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認定 NPO法人北海道 NPO ファンド まちのプロジェクト基金 

助成事業報告書 
※本報告書は収支決算詳細を除き、北海道 NPO ファンドホームページに公開されます。 

記載日：令和 1年 12月 19 日 

 

１．実施事業について              

 

実施事業名 サッカー保養合宿「キヨマップ FC プロジェクト＋北海道被災地のサッカー少年」  

団体名 特定非営利活動法人みみをすますプロジェクト 

助成額           149,893  円 

事業実施時期 
２０１９年４月１日～２０１９年１１月３０日 

 

 
 

 

2．事業報告            

 

(1) 実施事業について(イベント実施、講座の開催など) 

令和 1年 

7月 28日 福島から参加のチームが岩見沢市栗沢町到着 

7月 29・30日 栗沢町内でサッカーの練習 

7 月 31 日 むかわ町から参加のチームが栗沢町到着 

深川友貴氏によるサッカー教室 

      夜は懇親の夕食会 

8 月 1 日 岩見沢市近郊のクラブチームや部活チーム

及び研修で来日中の韓国の大学生の参加による交流

戦 

終了後にむかわ町チーム帰宅 

8 月 2 日 福島からのチームが新千歳空港を出発～帰

宅 

＊太字の部分が、助成事業にあたります 
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(2) 事業経過(何年何月に何を行ったという形でご記入ください) 

(活動の様子が分かる写真を、2～3枚別添えしてください) 

令和 1年 

1月 19日 申請に伴う組織診断ヒアリング：基金担当者（札幌 1名・旭川 1名）、みみすま事務局 3名 

2月 16日 第１回会議 : 基金担当者と打ち合わせ 

3月 提出原稿・写真の準備 

3月 15日 第２回会議：基金担当者（札幌 2名・旭川 1名スカイプ、栗沢町キヨマッププロジェクト事務局 2名、みみすま事務

局 3名 ） 

3月 プロジェクトの web ページ、パンフレット用に原稿、写真素材を提出 ＞校正＞入稿 

   下旬 キヨマップ FC プロジェクトの Facebook ページを準備 

4月 1日 Facebook ページ公開 みみすま HP でも呼びかけ ＊その後随時発信   

     パンフレット（チラシ）の折作業～お願いの手紙作成～発送 （400部余り） 

     海外からのクレジットカード決済を確認～海外にも発信 

4月 22日 第３回会議：基金担当者 2名、ファンドレイザー1名、みみすま事務局 3名 

4月 下旬 岩見沢市内に募金箱を設置 

4月 28日 岩見沢でのロックフェスでチラシ配布と募金活動及びステージ挨拶 

5月 14日 第４回会議：基金担当者 2名、ファンドレイザー2名、みみすま事務局 3名 

5月 15日 電話による呼びかけ開始 

5月 18日、21日、24日 札幌市内に募金箱を設置 

5月 24日 むかわ町にてプロジェクトの参加説明会開催 

5月 27日 サポセン会報に募金のお願い書面を同封 
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5月 31日 サポセン理事長とのミーティング 

       札幌市内での行事で募金箱活動 

6月 1日 札幌市内での講演会でチラシ配布と募金活動 

6月 5日 ファンドレイザーに同行いただき企業を訪問 

6月 9日 別事業で協働の方々にチラシ等一式をお渡し 

6月 14日 第５回会議：基金担当者（札幌 2名・旭川 1名スカイプ）、みみすま事務局 3名 

6月 19日 プレスリリース用の原稿を作成 記者クラブに投げ込みをお願いする 

6月 22日 札幌市内での講演会でチラシ配布・募金活動 

7月 3日 Facebook ページにプロジェクト終了の報告とお礼を掲載 

7月 8日 第６回会議（振り返り）：基金担当者（札幌 2名・旭川 1名スカイプ）、ファンドレイザー1名、みみすま事務局 3名 

7月 19日 プロジェクト終了後の外部評価ヒアリングに協力 

 

実施期間中には経過を Facebook ページで発信 

8月 お礼のハガキを作成 協力いただいた方々に送付。 キヨマッププロジェクト事務局にも配布。 

8月 助成の決定   

10月 25日 福島県の参加チームを訪問 

＊各月ごとに寄付者の名簿をいただき、必要に応じてそれぞれにお礼メール、手紙などで対応 

 

(3) 寄付者・地域社会への報告 

・ 各月ごとに寄付者の名簿をいただき、必要に応じてそれぞれにお礼メール、手紙などで対応 

・ Facebook ページでのお礼発信 

・ お礼のハガキを出した 

・ 協力いただいた企業や募金箱協力先に報告の挨拶まわりをした 

・ 年度末までに発行予定の報告書でお礼を記載 

 

(4) まちのプロジェクト基金によって、申請事業にどのような変化がありましたか? 

・広くファンドへの寄付、募金箱の設置などによって、初めて「未知の人・企業」からの寄付を得た 

 

(5) この事業を行うことにより、組織にどのような変化がありましたか? 

・ 支援活動と同時並行の中、やらなければならないことが多く、スタッフ不足に拍車がかかってしまった 
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(募金箱用ちらし) 
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（3）収支決算 

※収入の部「当助成金収入（助成希望額）」と、1.助成希望額は一致させてください。行は適宜追加してください 

収入の部 費目 金額（円） 備考 

当助成金収入 149,893  

他自主財源など 586,347  

   

   

収入の部 合計 736,240 ① 

当助成金 

充当支出 

 

当助成金（こ

のプログラムで

集めた寄付

金）を充てる

費目を記載 

※原則公開 

費目 金額（円） 備考 

郵送費 9,893 資料郵送等 

サッカー特別講習講師謝礼 100,000 2日間のうち 1日分協力 

車両燃料費 40,000 レンタカー、高速道路、燃料 

   

   

   

小計 149,893 ② 

その他支出 

 

当助成金（こ

のプログラムで

集めた寄付

金）を充てな

い費目を記載 

費目 金額（円） 備考 

小計 586,347 ③ 

 ②＋③＝①  

   

   
 

（4）事業終了後の活動予定 

・報告書の編集・発行作業 （その前段として、10月末に福島県へ参加チームを訪問・取材） 

 

（5）事業をすることで得られたもの 

・得意分野・不得意分野の再認識 

 

 
 
 

以上 

 【宛先】認定 NPO法人北海道 NPO ファンド 北の NPO基金事務局  

メール npofund@npo-hokkaido.org 

 


